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「知」の集積と活用の場 産学官連携協議会(準備会) 

試行的セミナー・ワークショップの開催状況 
 

１．概要 

 平成 28 年度からの「知」の集積と活用の場の円滑な実施に向けて、産学官連携協議会（準備会）

の立ち上げも踏まえつつ、試行・実証の一環として、下記の通り準備会の会員を対象としたセミ

ナーを開催。農林水産物・食品の低コスト輸送や長期保存に関する新たな技術やアイデアが紹介

されるとともに、異分野と連携した研究開発グループを形成していくための課題等について活発

な議論が行われた。 

さらに、セミナーの参加者のうち他の会員との連携の意欲の高い者を対象にワークショップを

開催。計２回のワークショップのうち１回目を終了したところ。 
 

２．セミナーの開催概要 

（１）日 時：平成 27 年 12 月 17 日（木）10:00～17:30 

（２）場 所：TKP 東京駅大手町カンファレンスセンター 

（３）テーマ：「日本食・食産業のグローバル展開に向けた食産業インフラの構築」 

（４）参加者：「知」の集積と活用の場産学官連携協議会（準備会）会員 

（参加者数 147 名（民間企業等 101、大学・研究機関 23、試験場 6、関係省庁等 17）） 

（５）議事概要： 

○開会挨拶・趣旨説明 

○食産業インフラの構築に関する新たな技術・アイディア等の紹介 

・農産物・食品の保存・輸送に関する研究開発の現状と課題について 

国立大学法人千葉大学大学院園芸学研究科教授 椎名武夫氏 

・農産物の混載型輸送技術の研究開発の状況について 

国立大学法人九州大学大学院農学研究院教授 内野敏剛氏 

・日本水産物の競争力強化のための鮮度・品質評価技術の研究開発について 

国立大学法人長崎大学水産学部准教授 谷山茂人氏 

・国産農林水産物の輸出拡大について 

(株)萌す代表取締役 後藤大輔氏 

・新たな農産物の包装資材の開発・活用の可能性について 

旭化成ケミカルズ（株）樹脂総合研究所ﾎｰﾑﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ技術開発部部長 板谷博治氏 

   ・農産物の輸出拡大に向けた産地の課題と研究開発への期待について 

福岡県農林業総合試験場流通・加工部 専門研究員 馬場紀子氏 

   ・海上輸送用冷凍コンテナ開発と活用について 

（株）デンソー空調冷熱技術１部特装開発室課長 谷口雅巳氏 

ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝ事業室室長 田村裕志氏 

   ・新たな冷蔵冷凍・鮮度保持技術及び食品の殺菌等について 

（株）前川総合研究所代表取締役社長 篠崎聡氏 

○パネルディスカッション 

・各説明者をパネリストとしてパネルディスカッションを実施。セミナーの参加者全体を巻

き込んだ相互交流のパネルディスカッションを実施。 

モデレーター：大津留榮佐久氏（九州大学ビジネススクール客員教授） 

岩井利仁氏（経営パワー(株) 代表取締役社長） 
 

○会員交流会 

・セミナー参加者間の積極的な相互交流を図るため、参加者同士による会員交流会を実施。 
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３．ワークショップの開催  

 セミナー開催に引き続き、今後の活動計画等を検討するため、セミナーの参加者のうち、アン

ケートにおいてワークショップに「ぜひ参加したい」と回答した会員を対象に、１月 13 日にワー

クショップを開催。ワークショップのテーマは、セミナーの参加者のアンケート結果から、会員

の関心を踏まえて、以下の３つを設定。これまでにない新たな研究開発のグループの形成に向け

て、より突っ込んだ議論が行われた。続けて、２月４日に第２回のワークショップを開催予定。 

 

＜ワークショップのテーマ及び議論の概要＞ 

  ① 水産物等の品質評価技術の開発 

   （ファシリテーター：岩井 利仁氏（経営パワー（株）代表取締役社長）） 

   ・水産物のバリューチェーンを高めるためには品質の均一化等が必要であり、このために

は魚種をしぼって研究開発等の戦略を考えるべきとの一定の結論が導かれた。次回、よ

り具体的に議論を深めていく予定。 

 

② 海上輸送に適した品質管理技術・チェーンの開発 

     ～多温度帯コンテナ、梱包資材・包装技術の開発～ 

   （ファシリテーター：大津留榮佐久氏（九州大学ビジネススクール客員教授）） 

   ・「混載」と「包装」をキーワードとして、多温度帯リーファーコンテナの開発及び最新の

バリアフィルム等の包装資材による長期保存等について議論を行った。次回更に議論を

深めていく予定。 

 

③ 日本食・食産業のグローバル展開に向けた食産業インフラの構築のためのオープンイノ

ベーション～新たな課題・テーマの提案～ 

   （ファシリテーター：渋谷 健氏（フィールド・フロー（株）代表取締役）） 

   ・テーマ実現のため、「国際競争に勝つためのコンソーシアムの構築」をはじめ５つのグル

ープを形成。次回更に議論を深めていく予定。 

 



セミナー（12/17)の様子

セミナー/新たな技術・アイデアの発表

セミナー/パネルディスカッション、意見交換

セミナー/会員交流会



①　水産物等の品質評価技術の開発

②　海上輸送に適した品質管理技術・チェーンの開発

　　～多温度帯コンテナ、梱包資材・包装技術の開発～

　　　

ワークショップの様子

③　日本食・食産業のグローバル展開に向けた食産業インフラの構築のための
　　オープンイノベーション　　～新たな課題・テーマの提案～


